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・建築物を対象とした構造解析・耐震工学の関する分野
・構造実験手法

研究内容 実地震時挙動を再現した構造実験手法の開発（サブストラクチャ・オンライン実験手法）

技術・研究シーズ紹介　土木・建築系　空間デザインコース

提供可能な
設備・機器

サブストラクチャ・オンライン実験手法とは，柱・梁などの建物を構成する構造部材を対象
とした構造実験と，コンピュータを使って行う構造解析を組み合わせた方法であり，通常の構
造実験と比べ，より実際に近い状態の構造部材の挙動・損傷を把握する事が出来る実験手法で
あり，以下に示す二種類の実験方法が挙げられる。
・サブストラクチャ・オンライン漸増載荷実験手法
　構造物の一部の架構を試験体による構造実験，その他の架構をコンピュータによる架構モデ
ルとし，Ai分布等の静的加力を架構に漸増載荷し，その時の試験体の挙動を詳細に再現する実
験手法である。
・サブストラクチャ・オンライン仮動的実験手法
　架構モデルに関しては漸増載荷実験と同様とし，地震時の応答計算をコンピュータ上で行い，
その時の架構の応答状態をコンピュータから構造実験の加力システムにオンラインで伝達し，
損傷状況などを詳細に再現する手法である。

　具体的な適用方法としては，例えば建物に地震の揺れや津波による外力が作用する時の状態
をコンピュータ上で計算し，被害が予想される部位にどのような力が加わり，どのように壊れ
る可能性があるかなどを実験で確認・検証することなどがある。この実験手法を使えば，現在
行われているよりも現実的な構造実験が可能となり，新たに開発した耐震補強工法などの性能
を正確に把握することが可能である。
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技技術術相相談談

提提供供可可能能技技術術：：

・・建建築築物物をを対対象象ととししたた構構造造解解析析・・耐耐震震工工学学のの関関すするる分分野野

・・構構造造実実験験手手法法

・・

研研究究内内容容：： 実実地地震震時時挙挙動動をを再再現現ししたた構構造造実実験験手手法法のの開開発発((ササブブスストトララククチチャャ・・オオンンラライインン実実験験手手法法))

ササブブスストトララククチチャャ・・オオンンラライインン実実験験手手法法ととはは、、柱柱・・梁梁ななどどのの建建物物をを構構成成すするる構構造造部部材材をを対対象象ととししたた構構造造実実験験とと、、ココンンピピュュ

ーータタをを使使っってて行行うう構構造造解解析析をを組組みみ合合わわせせたた方方法法でであありり、、通通常常のの構構造造実実験験とと比比べべ、、よよりり実実際際にに近近いい状状態態のの構構造造部部材材のの挙挙

動動・・損損傷傷をを把把握握すするる事事がが出出来来るる実実験験手手法法でであありり、、以以下下にに示示すす二二種種類類のの実実験験方方法法がが挙挙げげらられれるる。。

・・ササブブスストトララククチチャャ・・オオンンラライインン漸漸増増載載荷荷実実験験手手法法

構構造造物物のの一一部部のの架架構構をを試試験験体体にによよるる構構造造実実験験、、そそのの他他のの架架構構ををココンンピピュューータタにによよるる架架構構モモデデルルととしし、、AAii分分布布等等のの静静的的

加加力力をを架架構構にに漸漸増増載載荷荷しし、、そそのの時時のの試試験験体体のの挙挙動動をを詳詳細細にに再再現現すするる実実験験手手法法ででああるる。。

・・ササブブスストトララククチチャャ・・オオンンラライインン仮仮動動的的実実験験手手法法

架架構構モモデデルルにに関関ししててはは漸漸増増載載荷荷実実験験とと同同様様ととしし、、地地震震時時のの応応答答計計算算ををココンンピピュューータタ上上でで行行いい、、そそのの時時のの架架構構のの応応答答

状状態態ををココンンピピュューータタかからら構構造造実実験験のの加加力力シシスステテムムににオオンンラライインンでで伝伝達達しし、、損損傷傷状状況況ななどどをを詳詳細細にに再再現現すするる手手法法ででああるる。。

具具体体的的なな適適用用方方法法ととししててはは、、例例ええばば建建物物にに地地震震のの揺揺れれやや津津波波にによよるる外外力力がが作作用用すするる時時のの状状態態ををココンンピピュューータタ上上でで計計

算算しし、、被被害害がが予予想想さされれるる部部位位ににどどののよよううなな力力がが加加わわりり、、どどののよよううにに壊壊れれるる可可能能性性ががああるるかかななどどをを実実験験でで確確認認・・検検証証すするる

ここととななどどががああるる。。ここのの実実験験手手法法をを使使ええばば、、現現在在行行わわれれてていいるるよよりりもも現現実実的的なな構構造造実実験験がが可可能能ととななりり、、新新たたにに開開発発ししたた耐耐

震震補補強強工工法法ななどどのの性性能能をを正正確確にに把把握握すするるここととがが可可能能ででああるる。。

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：
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試験体による実験

計算機による架構解析

並行稼働

サブストラクチャ擬似動的実験手法のイメージ
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